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◎ 2016-2017 通年コース

研修生（IISEE玄関前にて）      国土交通大臣表敬     

政策研究大学院大学・学位記授与式

講義風景 コロキウム

物理探査の演習風景

被災地への訪問（東北地方） 被災地への訪問（熊本県）



◎ 2016 グローバル地震観測コース

開講式集合写真

　研修旅行(松代地震観測所にて)

◎ 2017 中南米地震工学コース

在外研修(エルサルバドル)講義風景(強度試験棟にて)

研修生(IISEE玄関前にて)

講義風景

開講式集合写真研修生（IISEE玄関前にて）
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	16-17研修旅行

	
	試験は、地震学・地震工学・津波コースとも基礎的な10科目において行われる。このうち5科目以上の試験に合格し、かつ、個人研修レポートを提出した者には研修のDiplomaが与えられる。
	さらに、永年の懸案であった学習意欲及び研修効果の向上を目的とした通年研修修了生への修士号学位の授与について、政策研究大学院大学、JICA及び建築研究所との間での合意に基づき、2005-2006年の通年研修から修士プログラムを導入した。これにより、通年研修の研修生は所要の単位を修得して修士論文を提出し審査にとおれば、修士号(Master of Disaster Mitigation)を取得できるようになり、2006年9月、通年研修を受講した19名の研修修了生に初めての「修士号」学位を授与した。なお...
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